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2. EH 10 形電気 }曹 関車形式図
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主'itt1lìb織回路の故障に除しては 2 側 4 倒さらに 6 I1聞の IJIJljx巡

転もできるようになっている。つぎにこの主電動憾による機関

車の特性を図ー3 に示す固

3. EH 10 形電気機関車特性曲線

線電圧 1500V
主電動機形式 MT43 
動輪直径 1250mm(計算斤j 1210mm) 
歯数比 21 ・ 77= 1 : 3.67 
主電卸J峨個数 8 
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3 主要吉11の榊造

ヰZ休は 2 ヰif本迎結式箱形で， 事端および中IMl迎結装但をI何本

台わくに取付けるので耶端衝撃に対してその剛性を十分にとっ

てある。各両端の運転室から各車体の窓 OHJを通路とし，それぞ

れ 2 Jlï休聞の通路で結ばれている。道路の内側はいずれも機械

室となっているが 2 車体述結寄りを祁i機室とし，また 21ド休を

渡る主回路および補助回路の電線のつなぎ箱ならびにせん受等

を設け，修繕の場合には，各連結関係部分は容易に取りはずさ

れるようにな っている。

台車は一体鋳鋼台わくの揺れ枕式 2 軌ポギ一台車で，枕ばね

に 2 述担ばねを用い，軸ばねに 2 璽のみがきコ イノレばねを汗jい
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